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島
原
原
城
攻
め
の
覚
書

│
諸
藩
の
使
者
、
佐
賀
藩
な
ど
│

武　

田　

昌　

憲

　
　
　

は
じ
め
に

　

寛
永
十
四
年
・
十
五
年
の
天
草
・
島
原
の
乱
（
一
揆
）
は

そ
の
当
初
か
ら
佐
賀
藩
は
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
佐
賀
鍋
島
藩
は
、
地
理
的
関
係
か
ら
一
揆
が
立
て
籠

っ
た
島
原
の
原
城
と
は
同
じ
肥
前
国
に
位
置
し
、「
嶋
原
隣
端
」

「
地
續
」（『
勝
茂
公
御
年
譜
』）の
近
さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

早
く
か
ら
一
揆
鎮
圧
に
参
加
し
た
藩
で
あ
る
。
当
然
そ
の
出

費
や
人
的
被
害
は
膨
大
な
も
の
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
佐
賀
本
藩
の
記
録
か
ら
、
諸
藩
の
使
者
の
動

向
も
垣
間
見
え
た
の
で
指
摘
す
る
。
寛
永
十
五
年
元
旦
の
幕

府
軍
の
攻
撃
を
中
心
に
見
て
い
く
。

　
　
　

元
旦
の
損
害

　

そ
も
そ
も
一
揆
の
発
端
は
、
松
倉
藩
の
苛
政
に
あ
っ
た
こ

と
は
鍋
島
藩
で
も
把
握
し
て
い
た
よ
う
だ
。
松
倉
の
重
臣
達

の
苛
政
は
徹
底
し
、

　
「
六
万
石
の
在
家
を
い
ろ
り
銭
・
火
燵
銭
・
窓
銭
・
棚
銭
・

戸
口
銭
・
死
人
に
穴
銭
、
生
れ
子
に
頭
リ
銭
を
懸
け
、」（『
勝

茂
公
御
年
譜
』）
な
ど
種
々
の
課
税
を
し
て
領
民
の
反
発
が
次

第
に
増
大
し
て
い
た
。

　

佐
賀
藩
は
早
く
か
ら
幕
府
軍
の
一
翼
を
担
っ
て
い
て
、
他

藩
の
参
加
状
況
も
つ
か
み
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

当
然
他
藩
よ
り
功
績
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自

負
も
あ
る
。

　
　
　

諸
藩
の
使
者
の
討
死

　

寛
永
十
五
年
元
旦
の
総
攻
撃
で
は
、
幕
府
軍
の
大
敗
北
に
終

わ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
鍋
島
藩
の
記
録
で
は
「
今
日
、
当
家

の
討
死
・
手
負
都
て
二
千
五
百
余
人
、
其
内
討
死
三
百
八
十

余
人
也
。
諸
手
の
死
創
を
算
に
五
千
余
人
に
及
べ
り
、
其
外
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国
々
よ
り
の
使
者
に
は
、
松
平
安
芸
守
殿
使
者
小
山
田
新
助
、

松
平
右
衛
門
佑
（
佐
）
殿
使
者
坪
内
右
衛
門
、
細
川
越
中
守

殿
使
者
伊
東
半
之
允
（
伊
東
十
之
允
カ
）・
横
山
助
之
進
、
此

三
（
四
カ
）
人
ハ
板
倉
内
膳
殿
手
に
在
て
戦
死
す
。
松
平
長

門
守
殿
使
者
国
司
下
総
守
ハ
殿
を
致
し
、
其
軍
列
正
し
て
名

を
現
し
け
り
。」

　

正
規
の
軍
勢
以
外
に
諸
藩
か
ら
の
使
者
が
戦
闘
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
松
平
長
門
守
殿
（
毛
利
家
）

使
者
国
司
下
総
守
の
よ
う
に
、
し
ん
が
り
が
務
ま
る
く
ら
い

の
兵
力
を
つ
れ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る注（
1
）。

　

そ
の
後
の
毛
利
藩
の
使
者
は
二
日
以
降
も

　
「
同
二
日
、
石
谷
重
蔵
殿
、
隣
国
に
書
を
飛
し
て
軍
勢
を
被

招
、
依
之
、
細
川
肥
後
守
光
利
来
陣
あ
つ
て
、
日
の
江
口
に

陣
せ
ら
る
、（
中
略
）
嶋
津
大
隅
守
家
久
の
使
者
嶋
津
下
野
守

久
光
（
久
元
カ
）、
三
千
人
を
以
日
の
江
山
の
麓
に
在
陣
す
、

毛
利
家
の
使
者
等
日
々
に
来
り
重
、
日
の
江
・
黨
（
堂
）
崎

の
山
野
に
充
満
す
る
」（
注
、「
毛
利
家
の
使
者
」
に
つ
い
て

は
（
明
和
本
）
に
は
「
此
外
薩
州
之
使
者
三
原
左
衛
門
・
山

田
民
部
・
池
田
家
之
使
者
、
毛
利
家
の
使
者
」
と
あ
る
（『
佐

賀
県
近
世
史
料
』
第
一
編
第
二
巻
『
勝
茂
公
御
年
譜
』
六
、

１
２
７
ｐ
））

　

と
あ
り
、
毛
利
家
も
嶋
津
家
や
池
田
家
の
使
者
と
と
も
に

毎
日
の
よ
う
に
兵
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

苦
楽
を
共
に
し
た
存
在
と
し
て
毛
利
藩
の
使
者
、
国
司
氏

の
活
躍
に
は
佐
賀
藩
と
し
て
同
情
し
て
い
る
。

　
　
　

上
使
討
死
の
意
味

　

寛
永
十
五
年
元
旦
の
総
攻
撃
で
の
幕
府
の
最
高
指
揮
官
で

あ
る
板
倉
重
昌
の
討
死
は
、
幕
府
の
敗
北
を
象
徴
す
る
衝
撃

的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
当
然
諸
藩
の
損
害
が
無
傷
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
生
き
残
っ
た
者
に
も
そ
れ
相
応
の

犠
牲
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　

各
藩
に
も
そ
れ
相
応
の
犠
牲
者
が
い
る
。

　

細
川
藩
で
は
「
川
尻
へ
細
川
勢
の
渡
海
見
送
り
の
た
め
き

て
い
た
家
老
監
物
は
二
日
、
横
山
助
之
進
、
伊
藤
十
之
允
の

討
死
を
知
り
、
茶
屋
の
玄
関
を
上
が
り
な
が
ら
い
っ
た
。

　

さ
て
も
さ
て
も
、
目
出
度
き
事
か
な
、
上
使
の
討
死
に
御

家
来
が
死
な
で
よ
き
も
の
か
、
助
之
進
、
十
之
允
で
か
し
た
、

と
高
声
に
申
し
て
通
ら
れ
候
に
、
諸
人
気
を
通
し
、
い
か
に

も
そ
の
は
ず
じ
ゃ
と
色
を
直
し
候
（「
忠
利
公
御
年
譜
之
内
、
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有
馬
記
」）

　

以
上
、
戸
田
敏
夫
『
天
草
・
島
原
の
乱
―
細
川
藩
史
料
に

よ
る
―
」（
昭
和
六
十
三
年
、
新
人
物
往
来
社
）

　

一
方
、佐
賀
藩
の
記
事
で
も
、苦
戦
し
て
死
傷
者
続
出
の
中
、

　
「
旗
本
の
侍
大
将
鍋
嶋
帯
刀
茂
里
、
先
手
の
軍
の
急
成
ル
を

見
て
、
其
各
（
兵
）
一
千
の
（
を
）
ひ
き
ひ
、（
中
略
）
城
中

に
攻
入
ん
と
土
手
に
の
り
あ
か
る
の
と
き
、
眼
を
鉄
炮
に
て

打
貫
れ
忽
死
す
、」
そ
し
て
、
多
久
美
作
守
茂
辰
が
戦
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
上
使
板
倉
内
膳
重
昌
の
討
死
の
知
ら
せ
が
入
る

と
、「
茂
辰
是
を
聞
、
上
使
戦
死
の
上
ハ
当
家
よ
り
も
歴
〃
の

者
討
死
の
場
也
、
我
等
戦
死
す
べ
し
と
無
二
無
三
ニ
押
出
時

に
、
鍋
嶋
帯
刀
戦
死
の
よ
し
相
知
し
か
ハ
、
於
然
は
我
等
戦

死
ニ
不
及
と
て
、
軍
を
静
め
て
猶
相
戦
ふ
、」

　

鍋
嶋
帯
刀
の
戦
死
に
よ
り
、
藩
の
対
面
が
保
て
た
。
名
の

あ
る
武
士
が
こ
れ
以
上
死
ぬ
必
要
が
な
い
の
で
、
慌
て
て
死

な
な
い
よ
う
に
伝
令
す
る
の
で
あ
る
。
細
川
藩
で
も
横
山
助

之
進
、
伊
藤
十
之
允
の
討
死
の
お
か
げ
で
面
子
が
保
て
た
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
総
大

将
を
失
う
こ
と
は
大
将
一
人
の
問
題
で
は
な
く
、
参
戦
し
た

諸
藩
の
や
る
気
が
あ
っ
た
か
の
評
価
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
評

価
基
準
が
討
死
や
負
傷
者
の
数
に
な
る
。

　
　
　

佐
賀
藩
の
莫
大
な
犠
牲

　

こ
の
日
の
佐
賀
藩
の
損
害
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
。
再
起

不
能
に
な
る
寸
前
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
幕
府
軍
の
人
的
損
害
は
、
佐
賀
藩
も
加
え
て
以
下
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。『「
勝
茂
公
御
年
譜　

七
』

今
度
於
嶋
原
城
寄
手
討
死
之
覚

鍋
島
信
濃
守
家
中　
　
　

討
死
六
百
弐
拾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

大
物
頭
三
人　

侍
八
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負　

三
千
三
十
四
人

細
川
越
中
守
家
中　
　
　

討
死
弐
百
七
十
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
千
八
百
廿
六
人

松
平
右
衛
門
佐
家
中　
　

討
死
弐
百
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
千
六
百
五
十
八
人

黒
田
甲
斐
守
家
中　
　
　

討
死
三
十
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
四
十
五
人

黒
田
市
正
家
中　
　
　
　

討
死
十
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
五
十
六
人
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有
馬
玄
番
頭
家
中　
　
　

討
死
七
十
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
八
十
五
人

立
花
肥
田
守
家
中　
　
　

討
死
百
二
十
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
七
十
九
人

松
倉
長
門
守
家
中　
　
　

討
死
二
十
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
九
十
七
人

小
笠
原
右
近
太
夫
家
中　

討
死
二
十
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
弐
百
三
人

小
笠
原
信
濃
守
家
中　
　

討
死
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
百
四
十
鉢
人

松
平
丹
後
守
家
中　
　
　

討
死
三
十
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
二
十
七
人

水
野
日
向
守
家
中　
　
　

討
死
百
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
八
十
二
人

寺
沢
兵
庫
頭
家
中　
　
　

討
死
二
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
十
五
人

有
馬
左
衛
門
佐
家
中　
　

討
死
三
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
三
百
八
人

戸
田
左
門
家
中　
　
　
　

討
死
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
い
三
十
四
人

松
平
伊
豆
守
家
中　
　
　

討
死
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
負
百
余
人

　

佐
賀
藩
の
被
害
状
況
は

　
「
討
死
六
百
弐
拾
人　
　

内　

大
物
頭
三
人　

侍
八
十
人
手

負　

三
千
三
十
四
人
」
と
あ
り
、
諸
藩
の
中
で
は
最
も
損
害

が
大
き
い
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
人
的
損
害
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
当
然
こ
こ
に
は
諸
藩
の
使
者
の
人
的
損
害
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

　

原
城
包
囲
戦
で
最
終
的
に
揃
っ
た
諸
勢
は
、
細
川
藩
の

記
録
（「
忠
利
公
御
年
譜
之
内
、
有
馬
記
」）
で
は
、
細
川

藩
は
二
万
八
千
六
百
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
鍋
島
藩
は

一
万
四
千
三
百
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
数
回
の
戦
闘
に
よ
る
莫

大
な
死
傷
者
は
換
算
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
鍋
島
藩
に

と
っ
て
は
屈
辱
的
な
数
字
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
記
録
に

よ
る
寄
せ
手
の
人
数
は
合
わ
せ
て
十
一
万
七
千
六
百
七
十
五

人
と
記
し
、
其
れ
と
は
別
に
続
け
て

　
「
他
に
一
万
五
千
人　

方
々
使
者
上
下

　
　

総
合
十
三
万
二
千
六
百
七
十
五
人
」

　

と
な
っ
て
い
る
。
毛
利
藩
を
含
め
た
、
一
万
五
千
と
い
う
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多
く
の
諸
藩
か
ら
の
使
者
（
と
い
う
名
目
の
戦
闘
部
隊
）
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

し
か
も
佐
賀
藩
は
こ
の
時
の
先
走
り
の
軍
令
違
反
が
問
わ

れ
、
戦
後
、
閉
門
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
。
名
誉
の
戦
い
ど
こ

ろ
か
、
藩
の
存
続
に
か
か
わ
る
重
大
時
に
か
か
わ
っ
て
い
く
。

踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
の
藩
で
あ
っ
た
。

　

佐
賀
藩
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
活
躍
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
幕
府
か
ら
は
お
と
が
め
を
受
け
、
出
費
も
多
く
、
人
的

損
害
も
随
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
本
丸
一
番
乗
り
や
天
草

四
郎
を
討
ち
取
っ
た
り
し
た
細
川
藩
の
活
躍
は
幸
運
と
し
か

見
え
な
い
。

　

ま
た
、
藩
同
志
、
不
仲
の
藩
も
あ
る
。
結
局
一
揆
鎮
圧
で

最
も
恐
る
べ
き
は
一
揆
方
で
は
な
く
、
あ
る
面
諸
藩
の
動
向

＝
い
は
ゆ
る
味
方
同
士
が
も
っ
と
も
強
敵
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
。

　

佐
賀
鍋
島
家
の
戦
死
者
は
幕
府
軍
の
実
に
三
分
の
一
に

及
ぶ
。
特
に
元
旦
の
総
攻
撃
で
は
鍋
島
藩
だ
け
の
攻
撃
描

写
で
「
被
官
八
十
五
人
一
所
に
討
れ
手
を
負
た
り
」「
七
十

余
人
討
死
し
、
三
百
余
人
手
を
負
た
り
」「
此
手
の
死
創

都
合
八
百
六
十
七
人
」「
雑
兵
四
十
九
人
討
死
し
、
手
負

は
五
百
二
十
二
人
也
」「
足
軽
四
十
余
人
討
死
し
、
…
・
手

負
百
五
十
余
人
也
」「
雑
兵
百
九
十
余
人
討
死
し
、
…
雑
兵

百
九
十
七
人
疵
を
蒙
る
」「
侍
十
七
人
疵
を
蒙
り
、
雑
兵
討
死

数
を
不
知
」
原
城
下
は
鍋
島
藩
勢
の
屍
で
埋
ま
っ
た
よ
う
な

悲
惨
さ
で
あ
っ
た
。

　

お
わ
り
に
動
員
兵
力
の
問
題
を
考
え
た
い
。
寛
永
十
五
年

の
正
月
十
五
日
に
は
鍋
島
藩
で
は

　
「
此
と
き
当
家
の
人
数
都
合
三
万
弐
百
九
十
三
人
、
馬

七
百
四
十
一
疋
也
、
然
と
も
其
数
自
余
に
過
た
る
故
に
被
減

之
、
御
書
出
の
趣　
　

　
　
　

鍋
島
信
濃
守
人
数
覚

　

都
合
夫
兵
二
萬
五
千
三
百
三
人

　
　
　
　
　

内

　
　

兵　

弐
萬
千
三
人

　
　

夫　

四
千
三
百
人
」（『
勝
茂
公
御
年
譜
』）

　

こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
公
式
動
員
人
数
と
は
別
に
、
各
藩
の

実
際
の
動
員
人
数
は
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
公
式
記
録
だ
け
で
歴
史
を
見
て
い
な
い
か
気
に
な
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る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
（
続
く
）

注（
１
）
毛
利
家
（
藩
）
の
使
者
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「
島
原
の
乱
の
使
者
の
戦
い
（
そ
の
１
）
―
毛
利

藩
の
場
合
―
」
（
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

三
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
に
述
べ
た
。
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Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ
ｒ
に
お
け
る
く
ま
モ
ン
の
評
判
分
析

│
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
│

畠　

山　

真　

一

１　

は
じ
め
に

　

い
わ
ゆ
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」（
地
域
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
）
の
中
で
も
っ
と
も
知
名
度
が
高
い
と
さ
れ
る
く
ま
モ
ン

も
、
そ
の
発
表
か
ら
ほ
ぼ
12
年
が
経
過
し
、「
話
題
に
さ
れ
や

す
さ
」
も
一
段
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
数
を
時
系
列
で
調
査
で
き
るGoogle 

T
rends

に
お
い
て
も
、「
話
題
に
さ
れ
や
す
さ
」
の
落
ち
着

き
は
確
認
で
き
る
。「
く
ま
モ
ン
」
を
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
２
０
１
０
年
３
月
か
ら
２
０
２
２
年
２
月
ま
で
の
期
間
に

お
け
る
検
索
数
を
表
示
す
る
図
１
に
お
い
て
検
索
数
の
ピ
ー

ク
は
※１*
、
２
０
１
６
年
４
月
付
近
、
す
な
わ
ち
、
熊
本
地
震

の
時
期
に
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
検
索
数
が
落
ち
着
い
て
き
て

い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
※２
。

　

同
様
に
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で
の
熊
本
日

日
新
聞
お
よ
び
朝
日
新
聞
で
の
く
ま
モ
ン
に
言
及
す
る
年
鑑

記
事
数
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
図
２
の
グ
ラ
フ
も
明
ら
か
な
下
降

ト
レ
ン
ド
を
描
い
て
い
る
（
直
線
が
線
形
回
帰
を
示
し
て
い

る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
２
０
１
０
年
代
前
半
に
く
ま
モ
ン
へ
の
言

※
１　

グ
ラ
フ
は
、Google T

rends

か
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
筆
者
作
成
。

※
２　

縦
軸
は
、
２
０
１
６
年
４
月
の
検
索
数
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
割
合
を

表
示
し
て
い
る
。
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図１　2010年からのくまモンの検索数
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けるくまモンに言及する記事数



－ 8－

及
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
以
後
は
認
知
度
が
高
い
ま
ま
で
あ

る
も
の
の
（
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、2016 ; 2020

）、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
の
「
話
題
に
さ
れ
や
す
さ
」

と
フ
ァ
ン
の
熱
量
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な

い
。
こ
れ
は
、Google

検
索
や
新
聞
記
事
で
は
見
え
て
こ
な

い
「
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
」
の
活
動
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、目
に
見
え
や
す
い
「
く
ま
モ
ン
へ
の
言
及
数
」

が
落
ち
着
い
た
今
こ
そ
、「
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
」
の
現
状
を
分

析
し
、
そ
の
分
析
に
基
づ
き
、
今
後
の
展
開
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

畠
山
（2022

）
は
、
代
表
的
なSN
S
（Social N

etw
ork 

Service

）
の
１
つ
で
あ
るT

w
itter

か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
析
の
視
点
か
ら
「
く
ま
モ
ン
」
の
評
判
を
分

析
し
、
次
の
４
点
を
主
張
し
て
い
る
。

⑴
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
（
４
節
よ
り
「
く

ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
」
と
呼
ぶ
）
は
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
、

ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
、
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
、
入
り
口
・

フ
ァ
ン
の
４
層
構
造
を
な
し
て
い
る
。

⑵
コ
ア
・
フ
ァ
ン
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
は
、
く
ま

モ
ン
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
が
極
め
て
高
く
、
重

要
な
消
費
者
で
あ
る
。

⑶
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
な
フ
ァ
ン
層
は
、

く
ま
モ
ン
の
魅
力
を
強
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
存
在

（
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
）
で
あ
り
、「
推
し
」
を
中
核
と

す
る
消
費
カ
ル
チ
ャ
ー
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い

う
行
為
そ
の
も
の
が
消
費
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
現
代

的
な
消
費
カ
ル
チ
ャ
ー
）
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
的
な
フ
ァ
ン
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、LT

V

（Lifetim
e V
akue

、顧
客
生
涯
価
値
）・

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
も
高
い
。

●
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
と
は
、
技
術
や
商
品
の
良
さ
を

広
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
人
物
を
指
す
。

⑷
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
は
、「
く
ま
モ
ン
」
を
身
内
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
ま
た
ノ
ー
マ
ル
な
フ
ァ
ン
層
は
、
く
ま
モ

ン
に
関
す
る
聖
地
巡
礼
（
く
ま
モ
ン
ス
ク
エ
ア
な
ど
）

や
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
の
購
入
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
上
述
の
知
見
の
う
ち
⑴
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お
よ
び
⑵
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

２　

本
報
告
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

２
．
１　

術
語
の
定
義

　

本
節
に
入
る
前
に
、
い
く
つ
か
用
語
を
導
入
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
フ
ァ
ン
ダ
ム
と
い
う
概
念
が
重

要
で
あ
る
。「
フ
ァ
ン
ダ
ム
」と
は
、何
ら
か
の
対
象（
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
映
画
が
典
型
的
）
へ
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
共
同
体

を
指
す
。
た
と
え
ば
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
ダ
ム
と
は
Ｓ
Ｆ
と
い
う

文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
熱
心
な
愛
好
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共

同
体
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
関
与
度
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。「
関
与
度
」

は
消
費
者
行
動
分
析
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
用
い
ら
れ

る
概
念
で
あ
り
、「
あ
る
製
品
（
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
）
カ
テ
ゴ

リ
ー
も
し
く
は
特
定
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
、
感
情
的
な
い
し

心
理
的
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
思
い
入
れ
や
こ
だ

わ
り
」
と
定
義
さ
れ
る
（
青
木2010

）。
関
与
度
は
連
続
的
な

ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
そ
の
高
低
を
議
論
で
き
、「
宝
塚
歌

劇
団
に
関
与
度
が
高
い
」や「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
に
関
与
度
が
低
い
」

と
い
う
言
明
が
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
与
度
と
い
う
概

念
は
、
い
わ
ゆ
る
「
熱
量
」
や
「
熱
狂
度
」
と
い
う
一
般
的

な
概
念
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
で
用
い
ら
れ
る
術
語
で
言

い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

２
．
２　

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
構
造
、
関
与
度
、
推
し
カ
ル
チ
ャ
ー

　

堀
田
（2015

）、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）
な
ど
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ァ
ン
集
団
、
す
な

わ
ち
フ
ァ
ン
ダ
ム
に
は
、
関
与
度
に
応
じ
て
階
層
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
堀
田

（2015

）
は
、
バ
レ
エ

や
オ
ペ
ラ
と
い
っ
た

舞
台
芸
術
フ
ァ
ン
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

基
づ
き
、
図
３
の
グ

ラ
フ
が
示
す
よ
う
に
、

彼
が
超
高
関
与
層
と

呼
ぶ
圧
倒
的
に
熱
量

図３　ファンダムの構造と売上
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の
高
い
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層 

（
全
体
の
3.3
％
と
さ
れ
て
い
る
）、

熱
量
が
高
い
高
関
与
層 （
全
体
の
10
％
）
が
売
上
の
２
／
３
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る（
グ
ラ
フ
は
、佐
藤（2018: 

p.43
）
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
い
る
）。

　

同
様
に
鈴
木
（2015

）
は
、
宝
塚
歌
劇
団
フ
ァ
ン
ダ
ム
に

対
し
て
、
次
の
よ
う
な
構
造
を
見
出
し
、
消
費
活
動
も
含
め

た
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

•

潜
在
層
：
興
味
は
あ
る
が
観
劇
に
至
っ
て
い
な
い

　
　

•

ラ
イ
ト
層
：
年
間
１
〜
３
回
の
観
劇

　
　

•

ミ
ド
ル
層
：
年
間
４
〜
９
回
の
観
劇

　
　

•

ヘ
ビ
ー
層
：
年
間
10
回
以
上
の
観
劇

　

鈴
木
（2015

）
に
お
い
て
も
、
堀
田
（2015
）
と
同
様
に
、

い
わ
ゆ
る
グ
ッ
ズ
の
購
入
に
関
し
て
ヘ
ビ
ー
層
が
高
い
支
払

額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

堀
田
（2015

）
は
、
超
高
関
与
層
の
購
買
力
に
注
目
し
た

も
の
だ
が
、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）
は
、（
超
）
高

関
与
層
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
佐
藤
（2018

）
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
出
し
て

い
な
い
が
、
宝
塚
歌
劇
団
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
鈴
木

（2015: p.115

）
に
よ
る
と
、（
超
）
高
関
与
層
（
鈴
木
（2015

）

の
言
う
ヘ
ビ
ー
層
）
の
一
部
お
よ
び
中
関
与
層
（
鈴
木
（2015

）

の
言
う
ミ
ド
ル
層
）
は
、
観
劇
の
際
、
友
人
を
同
伴
者
と
す

る
割
合
が
高
く
、
き
わ
め
て
積
極
的
に
他
者
推
奨
・
需
要
創

造
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

鈴
木
（2015

）
お
よ
び
佐
藤
（2018

）
の
言
う
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
力
は
く
ま
モ
ン
現
象
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
中
山

（2021

）
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
消
費
に
関
し
て
、『「
萌
え
」

か
ら
「
推
し
」
へ
』
と
い
う
変
化
が
発
生
し
て
お
り
、
内
面
的

な
消
費
で
あ
る
「
萌
え
」
か
ら
「
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

行
為
（
い
わ
ゆ
る
「
推
し
活
（
動
）」）
そ
の
も
の
が
消
費
行
動

に
含
ま
れ
る
と
い
う
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
分
析
に
基
づ

け
ば
、
蒲
島
・
正
木
（2014

）
の
言
う
「
く
ま
モ
ン
の
共
有
空

間
の
拡
大
」
に
お
け
る
「
フ
ァ
ン
に
よ
る
共
有
空
間
の
拡
大
」

は
「
推
し
活
」
の
一
種
で
あ
り
、
現
代
的
な
消
費
活
動
の
一
部

を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、（
超
）
高
関
与
層
お
よ
び
中
関
与
層
が
行
っ
て

い
る
他
者
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
種
の
消
費
活
動
で

あ
り
、
鈴
木
（2015

）、
佐
藤
（2018

）、
中
山
（2021

）
の

議
論
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
新
た
な
消

費
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
正
の
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
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い
る
と
分
析
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
く
ま
モ
ン
を
積
極
的

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
行
為
は
、
く
ま
モ
ン
関
連

プ
ロ
ダ
ク
ト
消
費
（
そ
れ
は
、
熊
本
県
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
に
も
関
連
す
る
だ
ろ
う
）
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、
本
研
究
は

次
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
用
い
て
、T

w
itter

に
お
け

る
投
稿
を
分
析
し
て
い
く
。

•

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
をT

w
itter

で
の
発
言
力
（
投

稿
量
）
と
同
一
視
し
て
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
を

４
層
に
分
割
す
る
。

•

「
関
与
度
」
と
い
う
概
念
は
な
じ
み
に
く
い
の
で
、

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
は
、
コ
ア
・
フ
ァ

ン（
超
高
関
与
層
）、ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン（
高
関
与
層
）、

ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
（
中
関
与
層
）、入
り
口
・
フ
ァ
ン
（
低

関
与
層
）
と
名
付
け
る
。

3　

使
用
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　

本
分
析
の
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
は
、T

w
itter

社
か
ら
提

供
さ
れ
て
い
るA

PI

を
利
用
し
て
、「
く
ま
モ
ン
」
を
本
文
に

含
む
投
稿
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
情
報

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

•

収
集
し
た
期
間
：
２
０
２
１
年
９
月
29
日
〜
２
０
２
２

年
１
月
５
日

•

本
文
に
「
く
ま
モ
ン
」
を
含
むtw

eet

の
中
で
明
ら

か
に
商
用
と
判
定
さ
れ
るtw

eet

を
取
り
除
い
た
（
同

一
ユ
ー
ザID

か
ら
のU

RL

や
価
格
提
示
を
含
む
繰

り
返
し
のtw

eet

を
排
除
し
て
い
る
）。

　

本
文
に
加
え
て
、
上
述
の
デ
ー
タ
に
は
、
次
の
よ
う
な
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

•

当
該tw

eet

を
ポ
ス
ト
し
た
ユ
ー
ザ
名
、
ユ
ー
ザ
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
、tw

eet

の
作
成
日
、返
信
（reply

）

な
ら
ば
誰
宛
か
、RT

数
な
ど

　

以
後
、
上
述
の
デ
ー
タ
を
く
ま
モ
ン
・
デ
ー
タ
と
呼
ぶ
。

４　

基
礎
的
な
分
析

４
．
１　

総tw
eet

数
、
言
及
ユ
ー
ザ
数

　

く
ま
モ
ン
・
デ
ー
タ
の
基
本
情
報
（
総
投
稿
数
、
異
な
り

の
言
及
ユ
ー
ザ
数
）
を
ふ
な
っ
し
ー
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と

比
較
し
て
提
示
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
※３*
。

※
３　

収
集
期
間
に
つ
い
て
は
、
く
ま
モ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。
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こ
の
デ
ー
タ
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

•

く
ま
モ
ン
と
ふ
な
っ
し
ー
は
、
総
投
稿
数
、
言
及
ユ

ー
ザ
数
に
関
し
て
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。

•

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
た
ユ
ー
ザ

数
が
明
ら
か
に
く
ま
モ
ン
・
ふ
な
っ
し
ー
に
比
べ
て

少
な
い
。

　

実
際
、
毎
日
１
回
以
上
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
、
週
１
回
以
上

言
及
す
る
が
毎
日
は
言
及
し
て
い
な
い
ユ
ー
ザ
、
月
１
回
以

上
言
及
す
る
が
週
１
回
ま
で
は
言
及
し
な
い
ア
カ
ウ
ン
ト
、

当
該
期
間
で
１
回
以
上
言
及
し
た
が
、
月
１
回
は
言
及
し
な

い
が
今
回
の
調
査
期
間
で
１
回
以
上
の
言
及
を
お
こ
な
っ
た

ユ
ー
ザ
の
数
を
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
表
２
が
得
ら
れ

る
（
カ
ッ
コ
内
は
言
及
回
数
で
あ
る
）。

　

表
２
は
、
く
ま
モ
ン
・
ふ
な
っ
し
ー
に
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
が
、

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
に
言
及
す
る
ユ
ー
ザ
に
比
べ
て
、
有
意
に

週
１
回
以
上
言
及
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
（
カ

イ
二
乗
検
定
に
お
い
て p < .01

）、
こ
れ
が
全
体
の
投
稿
数

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
※４*
。

※
４　

こ
の
結
果
は
、
い
わ
ゆ
る
世
界
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
よ
り
も
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
、
熱
量
の
高
い

フ
ァ
ン
層
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

くまモン ふなっしー ミッキーマウス

総投稿数 71977 65084 53541

言及ユーザ数（異なり） 29313 30952 26738

表１　ふなっしー、ミッキーマウスとの比較データ⑴

くまモン ふなっしー ミッキーマウス

毎日１回以上言及（90回以上） 93 69 6

週１回以上の言及（13回以上90回未満） 453 381 192

月１回以上の言及（３回以上13回未満） 2850 2618 1582

月１回未満の言及（１回以上３回未満） 25917 27883 24958

表２　ふなっしー、ミッキーマウスとの比較データ⑵
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４
．
２　

テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
基
礎
的

な
デ
ー
タ

　

テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
自
然
言
語
処
理
を
用
い

て
文
章
を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
有
益
な
情
報
を
探

し
出
そ
う
と
す
る
分
析
手
法
を
指
す
。
多
く
の
場
合
、
文
章

を
形
態
素
解
析
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
単
語
の
頻
度
（
ど
の

単
語
が
何
回
使
わ
れ
て
い
る
か
）
を
ベ
ー
ス
に
分
析
さ
れ
る
。

本
節
で
は
、
今
回
収
集
し
た
く
ま
モ
ン
へ
の
言
及
を
含
む

tw
eet

本
文
に
出
現
す
る
単
語
の
頻
度
の
あ
ら
ま
し
を
提
示
す

る
。

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ 

を
効
率

よ
く
実
施
す
る
た
め
に
前
処
理
（
絵
文
字
の
除
去
や
文
字
種

の
正
規
化
）
し
、
明
ら
か
に
商
用
と
考
え
ら
れ
る
投
稿
を
取

り
除
い
た
上
で
、
形
態
素
解
析
（m

ecab + m
ecab-ipadic-

N
Eologd

（
佐
藤
・
橋
本
・
奥
村, 2017

）
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

し
た
辞
書
を
使
用
）
を
お
こ
な
い
、
名
詞
・
形
容
詞
・
呼
び

か
け
語
の
頻
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
表
３
よ
う
な
上
位
頻
度

語
が
得
ら
れ
た
（
上
位
25
位
ま
で
を
リ
ス
ト
し
て
い
る
）。

順位 単語 頻度
14位 嬉しい 1551
15 位 熊本県 1496
16 位 楽しい 1477
17 位 布団 1375
18 位 お疲れさま 1285
19 位 写真 1272
20 位 美味しい 1234
21 位 w 1193
22 位 WWW 1190
23 位 おつくさま 1188
24 位 ラン 1143
25 位 笑顔 1101

順位 単語 頻度
１位 くまモン 75378
２位 おやくま 8985
３位 可愛い（かわいい） 6628
４位 熊本 6350
５位 くま 5371
６位 おはくま 5215
７位 モンちゃん 4059
８位 いい（良い） 4014
９位 笑 3037
10 位 ありがとう 3000
11 位 部長 2098
12 位 １日 1612
13 位 ω 1591

表３　名刺・形容詞・呼びかけ語の上位頻度（25位以内）
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５　

フ
ァ
ン
ダ
ム
の
構
造

５
．
１　

Tw
itter

投
稿
か
ら
み
た
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
の

構
造

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
４
層
構
造
（
堀

田, 2015; 
和
田, 2015

）
分
析
は
、
両
者
と
も
に
舞
台
芸
術

を
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的

に
観
劇
の
回
数
（
劇
場
に
何
回
訪
れ
た
か
）
を
指
標
と
し
て
、

そ
の
関
与
度
を
計
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
指
標
は
、
も
ち
ろ
ん
く
ま
モ
ン
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
は
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
代
替
物
と
し

て
、
本
レ
ポ
ー
ト
で
はtw

itter

で
の
言
及
数
に
注
目
す
る
。

　

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「（
超
）
高
関
与
層
」
は
愛
好
す

る
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
・
作
品
に
関
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力

が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、『「
萌
え
」
か
ら
「
推
し
」
へ
』

と
い
う
消
費
形
態
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
力
は
関
与
度
を
計
測
す
る
重
要
な
指
標
と
な
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
の
視
点
に
立
ち
、
言
及
投
稿
数
を
関
与

度
の
計
測
に
使
用
し
、
そ
れ
を
も
と
に
分
析
を
す
す
め
て
い

く
。

　

こ
こ
で
は
、
鈴
木
（2015

）
の
議
論
を
踏
襲
し
、
図
４
に

図
示
さ
れ
る
フ
ァ
ン

ダ
ム
の
４
層
構
造
（
コ

ア
・
フ
ァ
ン
、
ノ
ー
マ

ル
・
フ
ァ
ン
、
ラ
イ
ト
・

フ
ァ
ン
、
入
り
口
フ
ァ

ン
）
を
仮
定
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
先
の
表
２
に

記
述
す
る
「
毎
日
１
回

以
上
の
当
該
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
言
及
す
る
層
」、

「
週
１
回
以
上
言
及
す
る

層
」、「
月
１
回
以
上
言

及
す
る
層
」、「
月
１
回

コア

コア

ノーマル

ライト

入り口

図４　ファンダムの階層

集団 言及頻度 ユーザ数 言及投稿数 総言及投稿数に占める割合

コア 毎日１回以上 93 14178 20％

ノーマル 週１回以上 453 14781 20％

ライト 月１回以上 2850 13351 20％

入り口 月１回未満 25917 29667 40％

表４　各層のユーザ数と tweet 数
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未
満
言
及
す
る
層
」（
す
な
わ
ち
何
ヶ
月
か
に
１
回
言
及
す
る

層
）
に
対
応
す
る
。

　

こ
の
対
応
と
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
で
の
言
及
投
稿
数
お
よ
び

総
投
稿
数
に
占
め
る
割
合
を
入
れ
る
と
表
４
が
得
ら
れ
る
。

　

こ
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
は
、
総
ユ
ニ
ー

ク
・
ユ
ー
ザ
の
0.3
％
で
あ
る
93
ユ
ー
ザ
に
す
ぎ
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
言
及
投
稿
数
の
20
％
（14178 tw
eets

）
を

投
稿
し
て
お
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
が
極
め
て
高
い
集
団
、

す
な
わ
ち
推
し
活
動
に
も
っ
と
も
積
極
的
な
フ
ァ
ン
集
団
と

考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
も
、
総
ユ
ニ
ー

ク
・
ユ
ー
ザ
の
1.5
％
で
総
言
及
投
稿
数
の
20
％
を
占
め
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
高
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
量
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
、SN

S

に
お
い
て

キ
ー
ワ
ー
ド
や
当
該
投
稿
の
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
を
分
類
す
る

た
め
に
ユ
ー
ザ
自
身
が
付
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
り
、

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
検
索
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
ト
レ

ン
ド
の
提
示
を
通
じ
て
、
極
め
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
集
団
毎
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
数
の
デ
ー
タ
は
、
次
の
表

に
示
さ
れ
る
※５*
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
当
該

投
稿
を
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
広
報
す
る
機
能
（
拡

散
力
を
高
め
る
機
能
）
を

持
つ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
利

用
に
つ
い
て
も
、
コ
ア
・

フ
ァ
ン
の
利
用
が
突
出
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い

て
も
、
コ
ア
・
フ
ァ
ン
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
（
推
し
活
動
力
）
は
き
わ
め
て
高
い
（
活

発
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　

４
．
２
節
で
言
及
し
た
中
山
（2021

）
は
、
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
を
「
推
し
」
活
動
と
捉
え
て
お
り
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
消
費
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
ダ
ム
に
お

い
て
コ
ア
・
フ
ァ
ン
お
よ
び
ノ
ー
マ
ル
・
フ
ァ
ン
は
、
く
ま

モ
ン
消
費
に
お
い
て
良
い
循
環
を
生
み
出
す
き
わ
め
て
重
要

※
５　

た
だ
し
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に
つ
い
て
は
、
行
頭
が
＃
で
始
ま
る
も
の
を
カ

ウ
ン
ト
し
た
。

集団 ユーザ数 ハッシュタグ数

コア 93 188

ノーマル 453 4

ライト 2850 12

入り口 25917 11

表５　各集団に見られるハッシュタグ数
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な
フ
ァ
ン
階
層
と
考
え
ら
れ
る
。

６　

お
わ
り
に

　

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、T

w
itter

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

た
「
く
ま
モ
ン
」
の
評
判
調
査
を
お
こ
な
い
、
く
ま
モ
ン
フ
ァ

ン
ダ
ム
の
構
造
お
よ
び
フ
ァ
ン
ダ
ム
を
構
成
す
る
集
団
の
特

性
を
明
ら
か
に
し
た
。
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）, 124-132

中
山
淳
雄 

（2021

） 『
推
し
エコ
ノ
ミ
ー
』日
経 BP 

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

（2016, 2020

） 『
全
国
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

調
査
』

佐
藤
尚
之 （2018

） 『
フ
ァ
ン・ベ
ー
ス
』ち
く
ま
新
書

佐
藤
敏
紀・橋
本
泰
一・奥
村
学 

（2017

） 「
単
語
分
か
ち
書
き

辞
書 m

ecab-ipadic-N
Eologd 

の
実
装
と
情
報
検
索

に
お
け
る
効
果
的
な
使
用
法
の
検
討
」言
語
処
理
学
会

第
23
回
年
次
大
会 （N

LP 2017

）, 

言
語
処
理
学
会

鈴
木
和
宏 

（2015

） 「
超
高
関
与
消
費
者
群
像
と
し
て
の
宝
塚

歌
劇
フ
ァ
ン
の
実
像
」『
超
高
関
与
消
費
者
への
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
』, 

和
田
充
夫 （
編
）, pp.91-122, 

有
斐
閣



－ 17 －

・
は
じ
め
に

　

本
報
告
は
二
〇
二
二
年
九
月
一
七
日
に
実
施
さ
れ
た
「
尚

絅
大
学
で
学
ぶ
『
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
』
二
〇
二
二
」、
及

び
同
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
し
て
行
わ
れ
た
講
義
を

背
景
と
し
て
い
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
学
生
・
高
校
生
を

対
象
と
し
、
創
作
の
楽
し
み
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
図
さ

れ
た
も
の
だ
。
参
加
者
は
個
人
も
し
く
は
グ
ル
ー
プ
で
、
制

限
時
間
内
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作
、
キ
ャ

ラ
の
イ
ラ
ス
ト
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
ら
す
じ
及
び
魅
力
の

伝
わ
る
ロ
グ
ラ
イ
ン
を
提
出
す
る
。
当
日
は
二
四
名
の
女
子

中
高
生
が
参
加
し
、
最
優
秀
賞
、
尚
絅
大
学
賞
、
合
志
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
賞
、
各
一
組
ず
つ
の
授
賞
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
催
す
に
あ
た
り
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
一
環
と
し
て

筆
者
は
、
足
掛
か
り
と
な
る
物
語
論
の
知
見
を
簡
潔
に
紹
介

し
た
。
こ
の
場
合
、三
〇
分
ほ
ど
の
時
間
で
、知
見
の
要
点
を
、

中
学
生
に
も
理
解
可
能
な
程
度
で
適
宜
単
純
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
は
参
加
者
の
自
主
性
や
創
造
性
を
阻

害
し
な
い
よ
う
、
単
に
代
入
容
易
な
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
提
供

す
る
だ
け
で
は
よ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
図
式
は
簡
素

で
指
針
と
な
る
程
度
に
留
め
る
必
要
も
あ
る
。
一
定
の
理
論

的
支
柱
を
与
え
つ
つ
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
は
せ
ず
、
創
作
意

欲
を
喚
起
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
具
体
例
を
交
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

よ
っ
て
今
回
は
、
プ
ロ
ッ
プ
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
グ
レ
マ
ス

ら
の
物
語
論
を
単
純
化
し
、小
説
『
羅
生
門
』、マ
ン
ガ
『O

N
E 

PIECE

』、
ア
ニ
メ
『SPY

×FA
M
ILY

』
と
い
っ
た
比
較

的
な
じ
み
深
い
と
思
わ
れ
る
作
品
を
具
体
例
と
し
つ
つ
、
主

に
物
語
の
展
開
（
構
造
）
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
与
を
焦

点
と
し
な
が
ら
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。
当
日
の
説
明
内
容
と
、

そ
の
背
景
と
な
る
知
見
を
本
報
告
で
記
述
す
る
。

　
　

物
語
論
を
用
い
た
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
ト
ー
リ
ー
」

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
模
索

山　

本　
　
　

歩
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・
ス
ト
ー
リ
ー
の
基
本
的
構
造
に
関
す
る
説
明

　

ス
ト
ー
リ
ー
メ
ー
キ
ン
グ
を
教
示
す
る
実
用
的
な
書
籍
と

し
て
は
、
大
塚
英
志
『
ス
ト
ー
リ
ー
メ
ー
カ
ー　

創
作
の
た

め
の
物
語
論
』
が
著
名
と
言
え
よ
う
。
同
書
は
、
物
語
の
基

本
的
な
型
を「
欠
落
し
た
も
の
が
回
復
す
る
」パ
タ
ー
ン
と「
行

っ
て
帰
る
」
パ
タ
ー
ン
だ
と
述
べ
た
上
で
、
プ
ロ
ッ
プ
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
、
ボ
グ
ラ
ー
等
の
物
語
論
を
紹
介
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
機
械
的
に
物
語
制
作
が
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
構
築
し

て
い
る
。
同
書
を
参
考
に
、
講
義
に
お
い
て
も
ス
ト
ー
リ
ー

の
基
本
形
を
「
欠
落
し
た
も
の
を
探
す
物
語
」
と
「
行
き
て

帰
り
し
物
語
」
と
し
、
プ
ロ
ッ
プ
『
昔
話
の
形
態
学
』
と
キ

ャ
ン
ベ
ル
『
千
の
顔
を
も
つ
英
雄
』
の
物
語
論
を
引
き
つ
つ
、

よ
り
単
純
化
し
た
物
語
の
基
本
構
造
を
紹
介
し
た
。「
欠
落
し

た
も
の
を
探
す
物
語
」
と
は
、
①
何
か
を
望
み
、
②
達
成
の

た
め
に
試
練
に
遭
い
、
③
望
み
を
叶
え
よ
う
と
す
る
物
語
だ
。

こ
れ
は
主
人
公
等
と
そ
の
願
望
＝
〈
望
み
〉
を
中
心
価
値
と

す
る
図
式
で
あ
る
。「
行
き
て
帰
り
し
物
語
」
と
は
、
①
境
界

を
越
え
て
旅
立
ち
、
②
何
か
を
達
成
し
、
③
元
の
場
所
へ
帰

る
物
語
だ
。
こ
れ
は
主
人
公
の
体
験
を
中
心
価
値
と
す
る
図

式
で
あ
る
。
両
者
は
焦
点
が
異
な
る
が
、
今
回
は
さ
ら
に
、

よ
り
単
純
化
し
た
次
の
よ
う
な
図
式
と
し
て
包
括
し
、
説
明

し
た
。

①
発
端
：
日
常　

―　

日
常
風
景
と
〈
望
み
〉
の
明
確
化
（
外

部
の
誘
い　

旅
立
ち
の
試
練
）

②
展
開
：
非
日
常
の
試
練　

―　

日
常
外
で
起
こ
る
冒
険

と
〈
望
み
〉
の
達
成
（
試
練
や
課
題
）

③
結
末
：
日
常
へ
の
帰
還　

―　

変
化
し
た
（
し
な
い
）

日
常
（
帰
路
の
一
悶
着　

成
長　

承
認
）

　

①
の
日
常
は
主
人
公
の
初
期
状
態
（
作
品
開
始
前
に
、
作

品
世
界
で
主
人
公
が
過
ご
し
た
一
定
の
期
間
と
同
様
に
包
括

で
き
る
＝
言
表
で
き
る
状
態
）、
②
の
非
日
常
は
作
中
で
取
り

上
げ
る
特
殊
な
状
態
（
い
わ
ゆ
る
「
空
気
系
・
日
常
系
」
に

お
い
て
も
中
心
と
な
る
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
）
と
言
え
る
。
ま

た
③
に
お
け
る
「
変
化
し
た
（
し
な
い
）
日
常
」
は
、
変
化

0

0

し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
も
初
期
状
態
か
ら
の
「
変

化
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
ト
ー
リ
ー
（
時
系
列
）
の

構
造
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
ッ
ト
と
は
異
な
る
（
プ
ロ
ッ
ト
の
工

夫
に
よ
っ
て
は
②
が
先
に
描
写
さ
れ
、
回
想
形
式
で
①
が
後
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か
ら
記
述
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。
各
項
目
の
（　

）
内
は
意
識
的
に
付
与
し
た
方
が
進

展
を
招
き
や
す
い
要
素
と
し
て
説
明
し
た
。

　

以
上
、
あ
え
て
単
純
化
し
た
図
式
を
用
い
て
解
説
上
の
便

宜
を
図
っ
た
。
次
い
で
、こ
の
図
式
を
参
照
し
つ
つ
『
羅
生
門
』

の
構
造
を
説
明
し
、『O

N
E PIECE

』『SPY

×FA
M
ILY

』

の
構
造
を
説
明
す
る
中
で
図
式
を
や
や
発
展
的
に
使
用
す
る

形
を
と
っ
た
。

・
『
羅
生
門
』
の
構
造

　

ま
ず
、
例
示
と
し
て
、
芥
川
龍
之
介
の
短
編
小
説
『
羅
生

門
』（
一
九
一
五
年
初
出
、
今
回
は
一
九
一
八
年
改
稿
版
を
使

用
）
の
物
語
構
造
を
分
析
し
た
。
同
作
は
高
校
国
語
の
定
番

教
材
で
あ
り
、
内
容
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者
に
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
問
い
か
け
た
と
こ

ろ
、
全
て
の
高
校
生
が
授
業
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
た
（
た
だ
し
、
学
習
指
導
要
領
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
の

高
校
生
は
同
様
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
）。
よ
っ
て
内
容
説
明

は
、
中
学
生
向
け
の
簡
潔
な
あ
ら
す
じ
紹
介
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
『
羅
生
門
』
は
平
安
時
代
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
最
初
の
状

況
で
は
、
失
職
し
た
「
下
人
」
が
雨
宿
り
を
し
な
が
ら
自
ら

の
今
後
を
案
じ
て
い
る
。
続
い
て
寒
さ
が
「
下
人
」
を
羅
生

門
の
上
層
に
登
ら
せ
る
と
、
そ
こ
で
は
老
婆
が
死
人
の
髪
を

抜
い
て
い
る
。
老
婆
と
の
問
答
を
経
て
、「
下
人
」
は
強
盗
を

働
い
て
で
も
生
き
て
い
く
意
志
を
固
め
た
と
見
え
、
老
婆
の

衣
服
を
奪
い
走
り
去
る
。

　

①
〈
発
端
〉
で
平
安
京
の
景
観
、
す
な
わ
ち
「
下
人
」
の

生
き
る
日
常
空
間
が
描
か
れ
る
（
失
職
は
彼
に
と
っ
て
日
常

を
揺
る
が
す
も
の
と
も
言
え
る
が
、
後
述
の
羅
生
門
に
登
る

と
い
う
非
日
常
的
移
動
に
比
べ
れ
ば
、
十
分
に
日
常
の
延
長

で
あ
ろ
う
）。
そ
れ
に
伴
い「
下
人
」の
内
面
が
言
及
さ
れ
、「「
盗

人
に
な
る
よ
り
ほ
か
に
仕
方
が
な
い
」
と
云
う
事
を
、
積
極

的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
」
と
い
う
心

的
状
態
が
明
か
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
物
語
に
お
け
る
〈
望
み
〉

が
「
盗
人
」
に
な
る
「
勇
気
」
の
獲
得
で
あ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
る
。
次
い
で
、
②
〈
展
開
〉
で
「
下
人
」
は
、
羅
生
門

と
い
う
非
日
常
的
空
間
で
、
老
婆
と
遭
遇
す
る
と
い
う
体
験

＝
試
練
を
得
る
。「
下
人
」
は
一
瞬
恐
怖
す
る
が
、
老
婆
に
立

ち
向
か
い
組
み
倒
す
。
試
練
を
越
え
た
彼
に
も
た
ら
さ
れ
る
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の
は
老
婆
の
口
走
る
価
値
観
で
あ
る
。
悪
人
か
ら
は
奪
っ
て

良
い
／
飢
え
死
に
し
な
い
た
め
に
は
仕
方
が
な
い
、
と
い
う

価
値
観
を
得
る
こ
と
で
、「
下
人
」
は
「
盗
人
」
と
し
て
生
き

て
い
く
決
心
を
手
に
入
れ
る
、
す
な
わ
ち
〈
望
み
〉
が
充
足

さ
れ
る
。

　
『
羅
生
門
』
は
先
の
よ
う
な
単
純
化
し
た
物
語
構
造
を
紹
介

す
る
際
に
便
利
な
具
体
例
と
し
て
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
高

校
生
に
対
し
て
は
、
授
業
で
触
れ
た
文
学
作
品
を
、
組
み
立

て
ら
れ
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
い
う
観
点
で
読
み
直
す
契
機

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
創
作
者
に
と
っ
て
の
物

語
論
の
重
要
な
効
用
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
語
が
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
や
模
範
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

・『O
N
E P
IEC
E

』
の
展
開

　

次
に
、尾
田
栄
一
郎
の
マ
ン
ガ『O

N
E PIECE

』（
一
九
九
七

年
か
ら
連
載
中
、
以
下
『
ワ
ン
ピ
』）
を
具
体
例
に
、
先
の
図

式
を
や
や
展
開
し
た
。
海
賊
を
主
題
と
し
た
『
ワ
ン
ピ
』
は

典
型
的
な
冒
険
譚
と
言
え
、
長
期
連
載
で
あ
る
た
め
概
要
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
熊
本
県
は
二
〇
一
六
年
の
熊

本
地
震
に
際
し
、
出
身
者
で
あ
る
尾
田
の
支
援
を
契
機
に
、

『O
N
E PIECE 

熊
本
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
、

復
興
の
象
徴
と
し
て
同
作
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
銅
像
を
建
て

る
な
ど
、
提
携
を
強
め
て
い
る
。
熊
本
県
民
に
は
と
り
わ
け

馴
染
み
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
連
載
二
五
年
、
既
刊
一
〇
〇

巻
を
超
え
る
た
め
、
触
れ
た
こ
と
が
な
い
中
高
生
も
多
い
が
、

「
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
」
参
加
者
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
に
対

す
る
興
味
が
強
か
っ
た
た
め
、
半
数
程
度
が
「
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
」、
う
ち
三
名
が
「
全
巻
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
た
。『
ワ
ン
ピ
』
は
現
時
点
で
は
比
較
的
有
効
な
事
例
と

言
え
る
。

　

時
間
的
余
裕
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
プ
ロ
ッ

プ
の
述
べ
る
魔
法
物
語
の
三
一
の
機
能
や
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
英

雄
の
旅
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
マ
ン
ガ
『
ワ
ン
ピ
』
の
第
一
話
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル

の
物
語
論
に
お
け
る
「
非
日
常
へ
の
出
立
」̶

̶

冒
険
へ
の

召
命
・
召
命
の
辞
退
・
援
助
と
力
の
贈
与
・
最
初
の
越
境̶

̶
プ
ロ
セ
ス
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
把
握
し
や
す
い
。
主
人

公
ル
フ
ィ
の
幼
年
期
の
終
わ
り
を
告
げ
る
出
来
事
、
海
に
出

る
こ
と
を
望
む
ル
フ
ィ
（
召
命
）
と
、
そ
れ
を
や
ん
わ
り
制

止
す
る
シ
ャ
ン
ク
ス
と
悪
魔
の
実
に
よ
る
「
カ
ナ
ヅ
チ
」
化
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（
召
命
の
辞
退
）、
山
賊
と
怪
物
に
よ
る
危
機
を
シ
ャ
ン
ク
ス

に
救
わ
れ
麦
藁
帽
子
を
託
さ
れ
る
（
援
助
・
贈
与
）、
そ
し
て

成
長
後
の
出
航
と
怪
物
退
治
（
最
初
の
越
境
、
こ
の
と
き
ル

フ
ィ
の
「
望
み
」
は
自
我
を
超
え
、
シ
ャ
ン
ク
ス
と
の
約
束

と
い
う
よ
り
崇
高
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
）。
ル
フ
ィ
の
〈
望

み
〉
が
断
念
さ
れ
そ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
は
、「
召
命
」「
辞

退
」
と
い
う
言
葉
の
直
観
的
な
理
解
と
は
、
主
体
が
異
な
る

よ
う
に
見
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
主
体
の
逆
転
は

細
部
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
言
い
添
え
た

い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
物
語
論
の
操
作
性
を
理
解
さ
せ
る
事

例
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
ワ
ン
ピ
』
に
は
一
定
の
物
語
展
開
が
繰
り
返
さ
れ

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
何
も
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、
ま
し
て
や
瑕
疵
で
は
な
い
。
む
し
ろ
構
造
の
普
遍
性

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
し
、
ま
た
構
造
と
い
う
骨
組
み
と
肉

付
け
と
い
う
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
の
関
係
を
参
加
者
に
教
え
る
好

例
と
な
ろ
う
。『
ワ
ン
ピ
』
は
二
〇
二
三
年
現
在
、
連
載
が

継
続
し
て
い
る
。
よ
っ
て
『
ワ
ン
ピ
』
と
い
う
物
語
の
結
末

̶
̶

目
的
や
帰
還
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の

小
編̶

̶

ア
ラ
バ
ス
タ
編
、
魚
人
島
編
、
ド
レ
ス
ロ
ー
ザ
編

な
ど̶

̶

を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
〈
行
き
て
帰
り
し
物
語
〉
だ

と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
第
一
話
で
航
海
に
出
発
し
た

ル
フ
ィ
に
と
っ
て
は
、
既
に
海
が
「
日
常
」
と
な
っ
て
お
り
、

陸
地
や
新
し
い
目
的
地
が
「
非
日
常
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
陸
地
＝
島
で
は
依
頼
者
が
ル
フ
ィ
た
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
平
和
や
人
命
救
出
な
ど
の
使
命
を
託
さ
れ
る
。
試
練
を
経

て
敵
を
打
ち
倒
し
依
頼
者
の
「
望
み
」
を
充
足
さ
せ
る
（
そ

の
際
、
ル
フ
ィ
た
ち
に
新
た
な
仲
間
が
加
わ
っ
た
り
、
作
品

世
界
に
関
わ
る
重
要
な
情
報
が
手
に
入
っ
た
り
す
る
）。
そ
し

て
ル
フ
ィ
た
ち
は
ま
た「
日
常
」で
あ
る
海
へ
と
戻
っ
て
い
く
。

な
お
こ
の
時
、
海
賊
と
し
て
の
ル
フ
ィ
た
ち
の
懸
賞
金
額
が

上
が
る
（
承
認
が
与
え
ら
れ
る
）
こ
と
も
あ
る
。

　
『
ワ
ン
ピ
』
は
〈
行
き
て
帰
り
、
ま
た
行
き
て
帰
り
、
ま
た

行
き
て
…
…
〉
と
い
う
構
造
を
顕
著
に
持
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
編
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
物

語
の
基
本
形
が
顕
著
に
確
認
で
き
る
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し

た
構
造
の
中
で
し
か
し
、
ア
ラ
バ
ス
タ
編
で
は
古
代
エ
ジ
プ

ト
風
の
砂
漠
の
王
国
を
舞
台
に
外
部
か
ら
潜
入
し
て
き
た
犯

罪
組
織
を
登
場
さ
せ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ブ
ン
編
で
は
船
や
仲

間
の
欠
損
回
復
を
軸
に
中
央
政
府
と
の
対
立
者
と
い
う
「
海
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賊
」
を
逸
脱
す
る
承
認
獲
得
に
ま
で
至
り
、
魚
人
島
編
で
は

浦
島
太
郎
や
人
魚
姫
を
想
起
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
と
共
に
作
品

世
界
に
お
け
る
差
別
の
歴
史
を
取
り
扱
う
、
と
い
っ
た
よ
う

に
、
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
印
象
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
語
論
は
創
作
に
制
限
を
与
え
る
も
の

で
も
な
け
れ
ば
、
物
語
は
す
べ
て
同
一
の
型
を
持
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
独
自
性
は
不
要
だ
な
ど
と
い
う
創
作
の
放
棄
を
も

た
ら
す
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
骨
組
み
（
構
造
）
と
肉
付

け
（
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
）
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
知
識
や
ア
イ

デ
ィ
ア
が
肉
付
け
に
関
与
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
確
に

な
る
。

・『SP
Y

×FA
M
ILY

』
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

　

プ
ロ
ッ
プ
や
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
応
用
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
メ
ー

キ
ン
グ
に
は
一
定
の
型
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
キ
ャ

ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
相
互
作
用
を
構
築
さ
せ
、
ス
ト
ー
リ

ー
と
結
び
つ
い
た
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創
造
さ
せ
る

に
は
、
い
ま
一
歩
踏
み
込
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
ト
ー
リ

ー
の
必
然
的
な
結
び
つ
き
を
説
明
し
た
い
。
そ
こ
で
、
グ
レ

マ
ス
の
論
（
な
い
し
水
声
社
『
意
味
に
つ
い
て
』
の
赤
羽
研

三
の
解
説
）、
そ
れ
を
敷
衍
し
よ
う
と
す
る
ア
ダ
ン
『
物
語
論

̶
̶

プ
ロ
ッ
プ
か
ら
エ
ー
コ
ま
で
』
に
お
け
る
解
説
を
参
照

し
た
。

　

グ
レ
マ
ス
の
考
案
し
た
物
語
の
基
本
形
、
語
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
（program

m
e narratif

）
は
、
あ
る
主
体
と
あ
る
対
象

が
分
離
状
態
か
ら
接
合
状
態
へ
（
あ
る
い
は
接
合
状
態
か
ら

分
離
状
態
へ
）
変
換
さ
れ
る
と
い
う
も
の
、
す
な
わ
ち
あ
る

キ
ャ
ラ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
何
か
を
持
っ
て
い
な
い
状
態

か
ら
持
っ
て
い
る
状
態
へ
（
こ
の
場
合
の
対
象
が
〈
望
み
〉

と
言
え
る
）、
あ
る
い
は
持
っ
て
い
る
状
態
か
ら
持
っ
て
い
な

い
状
態
へ
移
行
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
と
き
、
結
合
状

態
を
﹇
主
体
∧
対
象
﹈、
分
離
状
態
を
﹇
主
体
∨
対
象
﹈
と
表

現
し
よ
う
。
な
お
、
主
体
は
主
人
公
と
は
限
ら
な
い
。
主
体
・

対
象
間
の
状
態
を
、
異
な
る
主
体
が
変
換
す
る
（
変
換
主
体

が
別
に
存
在
す
る
）
こ
と
も
あ
り
得
る
。
例
え
ば
『
ワ
ン
ピ
』

の
ア
ラ
バ
ス
タ
編
で
あ
れ
ば
、
主
人
公
＝
変
換
主
体
ル
フ
ィ

は
、主
体
ア
ラ
バ
ス
タ
王
国
が
奪
わ
れ
た
（
分
離
状
態
で
あ
る
）

平
和
を
取
り
戻
す
（
接
合
状
態
に
す
る
）
た
め
に
奮
闘
す
る

と
言
え
る
（
変
換
主
体
ル
フ
ィ
：
ア
ラ
バ
ス
タ
∨
平
和
↓
ア
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ラ
バ
ス
タ
∧
平
和
）。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
過
程
で
、
試
練
が
発
生
す
る
。
グ
レ

マ
ス
に
よ
れ
ば
試
練
は
「
資
格
付
与
す
る
試
練
」「
決
定
的
試

練
」「
称
え
る
試
練
」
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
試
練
を

遂
げ
る
た
め
に
は
遂
行
能
力
が
必
要
で
あ
り
、「
資
格
付
与
す

る
試
練
」
と
は
そ
の
遂
行
能
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
試
練
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
意
欲
（
遂
行
し
た
い
）
と
共
に
能
力
（
遂

行
で
き
る
）、
知
（
遂
行
す
る
術
を
知
っ
て
い
る
）
と
い
っ
た

状
態
が
試
練
を
遂
行
に
導
く
。
注
目
し
た
い
の
は
こ
う
し
た

遂
行
の
必
要
条
件
が
複
数
あ
る
こ
と
だ
。

　

ア
ダ
ン
は
「
知
」「
力
」「
行
動
意
欲
」
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

帰
結
を
導
く
仕
組
み
を
、
広
告
物
語
や
聖
書
物
語
を
具
体
例

と
し
て
確
認
し
て
い
る
。
特
に
後
者
、「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音

書
」（
第
六
章
）
洗
者
ヨ
ハ
ネ
の
死
に
つ
い
て
の
物
語
は
、
興

味
深
い
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
ヘ
ロ
デ
ヤ
と
い
う
主
体
に
よ

る
、別
の
主
体
ヨ
ハ
ネ
と
、（
対
象
で
あ
る
）
ヨ
ハ
ネ
の
生
命
を
、

結
合
状
態
か
ら
分
離
状
態
へ
変
換
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
変
換
主
体
ヘ
ロ
デ
ヤ
：
ヨ
ハ
ネ
∧
生
命
↓
ヨ
ハ
ネ
∨
生
命
）

は
、
し
か
し
ヘ
ロ
デ
ヤ
だ
け
で
は
遂
行
で
き
な
い
。
ヘ
ロ
デ

ヤ
は
ヨ
ハ
ネ
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
す
る「
意
欲
」を
持
つ
が
、

「
力
」
を
持
た
な
い
。
こ
の
時
点
で
「
力
」
は
権
力
者
で
あ
る

ヘ
ロ
デ
王
に
あ
り
、
ヘ
ロ
デ
王
は
ヨ
ハ
ネ
を
処
刑
す
べ
き
で

な
い
と
い
う
「
意
欲
」
と
「
知
」
と
共
に
そ
の
「
力
」
を
保

有
し
て
い
る
。
だ
が
ヘ
ロ
デ
ヤ
の
娘
サ
ロ
メ
は
踊
り
の
褒
章

と
し
て
臨
む
も
の
を
与
え
ら
れ
る
「
力
」
を
ヘ
ロ
デ
王
か
ら

授
与
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ヘ
ロ
デ
ヤ
は
「
知
」
を
働
か
せ
、
娘

に
ヨ
ハ
ネ
の
首
を
所
望
さ
せ
る
。

　

ヘ
ロ
デ
ヤ
と
サ
ロ
メ
の
協
同
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
達
成
は
、

複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
極
め
て
シ
ン
プ
ル
か
つ
必
然
的
に

物
語
と
結
び
つ
い
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
キ
ャ
ラ

と
ス
ト
ー
リ
ー
」
参
加
者
の
創
作
に
役
立
て
る
た
め
、
ア
ニ

メ
『SPY

×FA
M
ILY

』（
原
作
は
遠
藤
達
哉
の
マ
ン
ガ
で

あ
る
が
今
回
は
ア
ニ
メ
版
を
参
照
し
た
）
の
展
開
を
例
と
し

て
単
純
化
し
た
。『SPY

×FA
M
ILY

』（
以
下
『
S
×
F
』）

は
イ
ベ
ン
ト
企
画
当
時
ア
ニ
メ
第
一
期
が
放
送
し
て
お
り
、

原
作
マ
ン
ガ
も
ア
ニ
メ
版
も
人
気
を
博
し
て
い
た
。
と
っ
つ

き
や
す
い
設
定
、
予
備
知
識
も
さ
ほ
ど
必
要
で
は
な
い
内
容

か
ら
、
中
高
生
に
も
馴
染
あ
る
作
品
で
あ
る
。
実
際
、
当
日

の
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ア
ニ
メ
版
を
観
た
経
験
を
持
っ

た
い
た
。
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『
S
×
F
』
は
冷
戦
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
モ
デ
ル
と
し
た

舞
台
を
持
ち
、
東
国
と
西
国
が
仮
初
と
は
い
え
平
和
を
維
持

し
て
い
る
。
西
国
か
ら
東
国
に
潜
入
し
た
ス
パ
イ
「
黄
昏
」

は
「
ロ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
名
乗
り
、
東
西
平
和
を

脅
か
す
政
治
家
デ
ズ
モ
ン
ド
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
。
東
西

平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
態
を
分
離
＝
﹇
東
西
∨
平
和
﹈

と
す
れ
ば
、
同
作
は
大
枠
で
は
﹇
変
換
主
体
ロ
イ
ド
：
東
西

∨
平
和
↓
東
西
∧
平
和
﹈
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
。
た

だ
し
、
デ
ズ
モ
ン
ド
は
息
子
の
通
う
名
門
校
イ
ー
デ
ン
の
懇

親
会
に
し
か
姿
を
見
せ
な
い
た
め
、
ロ
イ
ド
は
偽
装
家
族
を

作
り
、
子
供
を
イ
ー
デ
ン
校
に
入
学
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
物
語
初
頭
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
﹇
変
換
主
体
ロ
イ
ド
：

ロ
イ
ド
∨
偽
装
家
族
↓
ロ
イ
ド
∧
偽
装
家
族
﹈
で
も
あ
る
。

ロ
イ
ド
は
娘
役
の
「
ア
ー
ニ
ャ
」、
妻
・
母
役
の
「
ヨ
ル
」
と

偽
装
家
族
を
築
く
。
実
は
ア
ー
ニ
ャ
は
人
心
が
読
め
る
超
能

力
者
、
ヨ
ル
は
凄
腕
の
殺
し
屋
で
あ
る
（
だ
が
ロ
イ
ド
と
ヨ

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
素
性
を
知
ら
な
い
）。
家
族
を
得
た
後
は
、

ア
ー
ニ
ャ
の
入
学
試
験
、
校
内
で
の
勲
章
獲
得
や
友
人
ト
ラ

ブ
ル
、
ま
た
偽
装
家
族
を
維
持
す
る
た
め
世
間
体
を
保
つ
努

力
な
ど
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
課
題
・
試
練
が
起
こ
る
。
家
族

を
テ
ー
マ
と
し
、
個
々
の
課
題
は
卑
近
な
も
の
に
な
り
が
ち

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
国
間
の
平
和
を
巡
る
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
背
景
や
、
ス
パ
イ
や
殺
し
屋
と
い
う
殺
伐
と
し
た
キ
ャ

ラ
設
定
に
も
拘
わ
ら
ず
（
む
し
ろ
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
ゆ
え
に
か
）

同
作
は
コ
メ
デ
ィ
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
『
S
×
F
』
の
ア
ニ
メ
第
三
話
（
テ
レ
ビ
東
京
系
列
、

二
〇
二
二
年
四
月
二
十
三
日
放
送
「
受
験
対
策
を
せ
よ
」）
を

分
析
し
て
み
よ
う
。
ロ
イ
ド
は
ア
ー
ニ
ャ
を
イ
ー
デ
ン
校
の

入
学
試
験
に
合
格
さ
せ
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
面
接

試
験
で
は
家
庭
環
境
や
「
一
般
常
識
」
の
有
無
も
審
査
対
象

に
な
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ジ
ャ
ー
家
は
合
格
に
足
る
偽
装
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
同
話
後
半
部
で
は
、「
見
聞

を
広
め
て
上
流
家
庭
に
お
け
る
一
般
常
識
を
身
に
つ
け
、
三

人
の
間
で
共
通
認
識
を
作
る
」（
ロ
イ
ド
）
こ
と
を
目
的
に
一

家
で
外
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
限
定
す

れ
ば
、ロ
イ
ド
は
で
き
た
ば
か
り
の
偽
装
家
族
を
「
上
流
家
庭
」

に
見
せ
る
た
め
の
一
体
感
や
自
然
さ
を
望
ん
で
い
る
。
す
な

わ
ち
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
働
く
物
語
で
あ
る
（
こ

れ
は
『
S
×
F
』
全
体
の
物
語
か
ら
す
れ
ば
「
資
格
付
与
す

る
試
練
」
で
あ
る
）。
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﹇
変
換
主
体
ロ
イ
ド
：
偽
装
家
族
∨
家
族
ら
し
さ　

　

↓　

偽
装
家
族
∧
家
族
ら
し
さ
﹈

　

だ
が
、
例
え
ば
最
初
に
訪
れ
た
仕
立
屋
の
陰
口
で
、
子
連

れ
婚
（
世
間
的
に
は
ロ
イ
ド
が
ア
ー
ニ
ャ
を
連
れ
子
と
し
て

ヨ
ル
と
再
婚
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
）
で
あ
る
こ
と
を
揶
揄

さ
れ
る
よ
う
に
世
間
の
目
は
厳
し
い
。
ま
た
「
一
般
常
識
」

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
鑑
賞
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
美
術
館

も
ア
ー
ニ
ャ
の
教
養
に
は
繋
が
ら
な
さ
そ
う
だ
。
ま
た
ア
ー

ニ
ャ
は
他
者
の
心
の
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
う
テ
レ
パ
ス
の
持

ち
主
で
あ
る
た
め
、
激
し
い
感
情
が
ぶ
つ
か
る
政
治
演
説
の

現
場
は
苦
手
で
あ
る
。
癖
の
強
い
メ
ン
バ
ー
間
の
ズ
レ
が
演

出
さ
れ
、
ロ
イ
ド
は
く
じ
け
か
け
る
。
ロ
イ
ド
に
は
「
意
欲
」

も
「
知
」
も
あ
る
が
、「
力
」
に
つ
い
て
は
ヨ
ル
と
ア
ー
ニ
ャ

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
山
場
が
訪
れ
る
。
三
人
の
見
て
い
る
前
で
、
通

行
人
の
老
婦
人
が
ひ
っ
た
く
り
に
遭
う
。
財
布
を
奪
わ
れ
た

老
婦
人
を
見
て
も
ロ
イ
ド
は
「
不
用
心
な
婆
さ
ん
だ
」
と
一

瞥
す
る
だ
け
だ
っ
た
、
ヨ
ル
は
良
心
を
発
揮
し
て
犯
人
を
追

い
か
け
る
。
こ
れ
は
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
試
練
と
も

言
え
る
が
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
と
も
理

解
で
き
る
。

﹇
変
換
主
体
フ
ォ
ー
ジ
ャ
ー
家
：
老
婦
人
∨
財
布

　

↓　

老
婦
人
∧
財
布
﹈

　

ヨ
ル
に
は
「
意
欲
」
が
あ
っ
た
が
犯
人
を
見
失
う
。
ア
ー

ニ
ャ
は
心
を
読
む
テ
レ
パ
ス
で
人
ご
み
か
ら
犯
人
を
探
し
出

し
、
ロ
イ
ド
に
そ
れ
と
な
く
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
犯
人
を
捕

ま
え
る
術
＝
「
知
」
を
提
供
す
る
。「
知
」
を
得
た
こ
と
で
ロ

イ
ド
は
犯
人
を
発
見
し
、
身
体
能
力
＝
「
力
」
を
駆
使
し
て

犯
人
を
捕
ら
え
る
。

　

こ
の
と
き
、「
意
欲
」「
知
」「
力
」
は
見
事
に
三
人
の
キ
ャ

ラ
に
分
散
し
て
い
る
。
財
布
を
取
り
返
し
た
三
人
は
老
婦
人

か
ら
「
あ
な
た
た
ち
、
と
っ
て
も
素
敵
な
家
族
ね
」
と
称
賛

さ
れ
る
。
こ
の
承
認
は
、
ロ
イ
ド
の
望
み
を
意
外
な
形
で
叶

え
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
イ
ド
が
「（
老
婦
人
の
目
に
そ
う
見
え

た
な
ら
）
準
備
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
は
進
ん
だ
こ
と
に

す
る
か
」
と
納
得
し
た
こ
と
か
ら
、
老
婦
人
と
財
布
を
接
合
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す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
達
成
に
よ
り
、
当
初
の
﹇
ロ
イ
ド
：
偽

装
家
族
<
家
族
ら
し
さ
﹈
も
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
（
厳
密

に
言
え
ば
、
老
婦
人
の
「
素
敵
な
家
族
」
像
は
、
ロ
イ
ド
が

当
初
想
定
し
て
い
た
「
上
流
家
庭
」
的
家
族
観
と
は
異
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
転
換
は
同
作
が
家
族
観
を
巡
る

テ
ー
マ
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
）。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
遂
行
の
必
要
条
件
は
、
ロ
イ
ド
だ
け
で
は
満

た
せ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ア
ー
ニ
ャ
と
ヨ
ル
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
条
件
を
担
当
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
試
練
を

遂
行
す
る
条
件
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ス
ト
ー
リ

ー
と
不
可
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
S
×
F
』
の
事
例
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
体
の
も
の

と
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
が
示
唆
で
き
る
。
な
お
、
実
際
の

講
義
で
は
、物
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
念
や
「
意
欲
」「
知
」「
力
」

と
い
う
直
観
的
に
把
握
し
づ
ら
い
用
語
は
避
け
、〈
望
み
〉
の

達
成
の
た
め
の
試
練
を
、
ヨ
ル
が
「
親
切
心
・
機
動
力
」、
ア

ー
ニ
ャ
が
「
調
査
力
」、
ロ
イ
ド
が
「
実
行
力
」
を
発
揮
す
る

こ
と
で
解
決
し
た
、
す
な
わ
ち
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
能

力
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
説
明
し
た
。
こ
の
説
明
で
も
、
物

語
の
中
で
キ
ャ
ラ
が
条
件
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

伝
わ
っ
た
と
考
え
る
。

・
お
わ
り
に

お
れ
は
剣
術
を
使
え
ね
ェ
ん
だ
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
！
！
！
／

航
海
術
も
持
っ
て
ね
ェ
し
！
！
！
／
料
理
も
作
れ
ね
ェ

し
！
！
／
ウ
ソ
も
付
け
ね
ェ
！
！
／
お
れ
は
助
け
て
も
ら

わ
ね
ェ
と
生
き
て
い
け
ね
ェ
自
信
が
あ
る
！
！
！
（
尾
田
栄

一
郎
『O

N
E PIECE

』
第
一
〇
巻
、
集
英
社
、
一
九
九
九

年
一
〇
月
）

　

右
の
引
用
は
『
ワ
ン
ピ
』
に
お
け
る
主
人
公
ル
フ
ィ
の
台

詞
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
を
強
調
す
る
方
便
と

し
て
は
有
効
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
グ
レ
マ
ス
的
に
言

え
ば
役
割
は
一
つ
な
い
し
二
つ
の
主
体
に
集
中
し
て
い
て
も

構
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
主
体
が
登
場
す
る
理
論
的

妥
当
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
キ
ャ
ラ
作
成
、
と
り
わ
け
グ

ル
ー
プ
で
の
協
同
的
キ
ャ
ラ
作
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
繋

が
る
だ
ろ
う
。

　

物
語
論
は
昔
話
研
究
や
比
較
神
話
学
の
み
な
ら
ず
、
構
造
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主
義
・
記
号
学
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
個
々
の
着

想
の
文
脈
や
意
義
は
、
中
高
生
に
は
理
解
し
難
い
。
そ
の
重

要
な
点
、
有
効
な
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
宜
単
純
化
し
、
共

有
可
能
な
具
体
例
を
用
い
る
こ
と
で
、
楽
し
ん
で
学
べ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

　

次
回
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
グ
レ
マ
ス
論
応
用
の
検

討
が
あ
る
。
グ
レ
マ
ス
は
『
意
味
に
つ
い
て
』
で
主
人
公
な

ど
の
主
体
に
知
識
や
能
力
、
あ
る
い
は
対
象
を
譲
渡
す
る
（
奪

わ
れ
る
）
反
主
体
の
存
在
を
重
要
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

対
象
は
、
主
体
と
反
主
体
の
間
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
反
主
体
は
、
敵
対
者
や
助
力
者
が
考
え
ら
れ
る

が
、
今
回
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
は
〈
敵
〉
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ

の
言
及
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
の

主
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
い
て
敵
対

的
存
在
が
不
可
欠
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
盛
り
込
む
べ
き
話
題

で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

な
お
、
実
際
の
講
義
で
は
、
こ
う
し
た
物
語
論
的
な
知
見

の
応
用
と
具
体
例
の
紹
介
の
他
、
ロ
グ
ラ
イ
ン
と
あ
ら
す
じ

の
書
き
方
を
説
明
し
た
。
ロ
グ
ラ
イ
ン
は
一
〜
二
行
を
要
求

し
て
お
り
、
自
身
の
作
品
の
最
も
特
徴
的
な
要
素
を
盛
り
込

む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
盛
り
込
め
な
い
要
素
は
あ
ら
す
じ
に

含
ま
せ
、
少
な
く
と
も
作
品
前
半
部
の
旅
立
ち
、
な
い
し
旅

立
ち
の
後
に
待
つ
試
練
な
ど
が
わ
か
る
記
述
を
求
め
た
。
具

体
例
と
し
て
は
、『
S
×
F
』
に
つ
い
て
、
ア
ニ
メ
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://spy-fam

ily.net/

）
を
参
考
に
、
以
下

の
よ
う
な
ロ
グ
ラ
イ
ン
と
あ
ら
す
じ
を
提
示
し
た
。

【
ロ
グ
ラ
イ
ン
】

凄
腕
ス
パ
イ
×
殺
し
屋
×
エ
ス
パ
ー
！ 

ハ
プ
ニ
ン
グ
連
続

の
「
仮
初
め
の
家
族
」
に
、
世
界
の
命
運
は
託
さ
れ
た
。

【
あ
ら
す
じ
】

ス
パ
イ
の
ロ
イ
ド
は
東
西
平
和
を
脅
か
す
大
物
政
治
家
・

デ
ズ
モ
ン
ド
へ
の
接
近
を
命
じ
ら
れ
る
。
だ
が
用
心
深
い

デ
ズ
モ
ン
ド
は
息
子
の
通
う
学
校
の
懇
親
会
に
し
か
現
れ

な
い
。
息
子
に
接
近
す
べ
く
、
ロ
イ
ド
は
娘
役
・
ア
ー
ニ

ャ
と
妻
役
・
ヨ
ル
と
共
に
偽
装
家
族
を
演
じ
る
こ
と
に
。

だ
が
、
ヨ
ル
の
正
体
は
殺
し
屋
、
ア
ー
ニ
ャ
は
人
の
心
が

読
め
る
エ
ス
パ
ー
で
、
互
い
に
素
性
を
隠
し
て
い
る
。
奇

妙
な
「
偽
物
の
家
族
」
も
ア
ー
ニ
ャ
の
学
校
生
活
も
波
乱



－ 28 －

含
み
。
国
家
の
行
く
末
や
如
何
に
⁉

　

ロ
グ
ラ
イ
ン
や
あ
ら
す
じ
に
は
詩
情
も
あ
っ
て
良
い
が
、

今
回
の
よ
う
な
審
査
制
を
と
る
場
合
は
あ
る
程
度
、
作
品
の

内
容
理
解
に
繋
が
る
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

主
人
公
と
そ
の
特
性
、
そ
の
背
景
や
〈
望
み
〉、
特
徴
的
／
刺

激
的
な
出
来
事
、
課
題
や
試
練
な
ど
の
障
害
物
と
い
っ
た
情

報
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ロ
ン
グ
ラ
イ
ン
・
あ
ら
す
じ
を
的
確

に
記
す
た
め
に
も
、
自
身
の
創
作
物
を
構
造
的
に
把
握
で
き

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

参
考
文
献

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル・プ
ロッ
プ
／
北
岡
誠
司
、福
田
美
智
代
訳『
昔
話

の
形
態
学
』（
水
声
社
、一九
八
七
年
八
月
）

Ａ・Ｊ
・グ
レ
マ
ス
／
田
島
宏
、鳥
居
正
文
訳『
構
造
意
味
論　

方

法
の
探
求
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、一九
八
八
年
五
月
）

グ
レ
マ
ス
／
赤
羽
研
三
訳『
意
味
に
つい
て
』（
水
声
社
、一九
九
二

年
八
月
）

ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェル・ア
ダ
ン
／
末
松
壽
、佐
藤
正
年
訳『
物
語
論

̶
̶

プ
ロッ
プ
か
ら
エ
ー
コ
ま
で
』（
白
水
社
、二
〇
〇
四
年

四
月
）

大
塚
英
志『
ス
ト
ー
リ
ー
メ
ー
カ
ー　

創
作
の
た
め
の
物
語
論
』

（
星
海
社
、二
〇
一三
年
一二
月
）

ジ
ョ
ー
ゼ
フ・キ
ャ
ン
ベル
／
倉
田
真
木
、斎
藤
静
代
、関
根
光
宏

『
千
の
顔
を
も
つ
英
雄
』上・下（
早
川
書
房
、二
〇
一五
年

一二
月
）
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令
和
四
年
度　

卒
業
論
文
題
目
一
覧

小
説
に
お
け
る
方
言
使
用

　

―
近
代
の
方
言
受
容
史
を
ふ
ま
え
て
― 

上
田　

真
綾

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
吹
き
替
え
版
に
お
け
る
女
性
表
現
の
時
代
変
化

 

江
河　

李
恵

幣
立
神
宮
の
一
考
察 

大
平　

真
子

韓
国
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
の
メ
デ
ィ
ア
史 

緒
方
菜
南
子

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
つ
い
て

 

甲
斐　

愛
実

熊
本
の
河
童
に
つ
い
て
の
一
考
察 

川
口
く
る
み

黒
沢
清
作
品
に
お
け
る
恐
怖
の
対
象

　

―
『CU

R
E

』
を
中
心
に
― 

工
藤　

留
奈

日
本
語
絵
本
の
韓
国
語
翻
訳
版
に
見
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴

 
久
保
田
美
希

大
森
靖
子
の
歌
詞
に
お
け
る
身
体
性
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
性 
桑
原　

彩
花

「
戦
闘
美
少
女
」
ア
ニ
メ
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
と

役
割
語
の
関
係 

後
藤　

若
奈

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ア
イ
ド
ル
フ
ァ
ン
の
参
戦
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

 

小
林　

架
穂

日
中
の
狐
の
伝
説
の
一
考 

斉
木　

結
衣

椎
名
林
檎
とaiko

の
歌
詞
に
お
け
る
恋
愛
観
の
違
い 

坂
元　

菜
穂

J

―PO
P

と
比
較
し
た
ボ
カ
ロ
楽
曲
の
歌
詞
の
特
徴
に
つ
い
て

 

佐
藤　

彩
美

太
宰
治
『
新
釈
諸
国
噺
』
論
―
原
典
と
の
比
較
か
ら
― 

佐
藤　

朋
代

ア
イ
ド
ル
と
フ
ァ
ン
の
仮
想
的
恋
愛
関
係
に
つ
い
て 

鹿
本
里
桜
菜

K

―PO
P

の
多
国
籍
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
研
究 

杉　
　

千
都

斎
藤
一
の
一
考
察 

田
邊
ゆ
う
こ

女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
お
け
る
歌
詞
表
現
の
特
徴
分
析 

張　
　

琳
婕

「
き
の
う
何
食
べ
た
？
」
に
お
け
る
漫
画
と
実
写
の
表
現
方
法
の

違
い
に
つ
い
て 

鶴
田　

菜
月

漫
画
「
夢
十
夜
」
に
お
け
る
表
現
技
法
に
つ
い
て 

土
肥　

日
和

「
源
氏
物
語
」
と
「
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」
に
お
け
る
藤
壺
像
の
比
較

 

徳
永　

汐
音

「
虎
口
」
に
つ
い
て
の
一
考
察 

虎
口　

彩
音

2.5
次
元
と
実
写
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
表
現
に
つ
い
て 

中
村　

真
歩

高
校
世
界
史
教
科
書
に
つ
い
て

　

〜
現
行
の
教
科
書
比
較
と
記
述
の
変
化
〜 

中
村　

麻
鈴

日
本
の
書
店
の
現
状
と
課
題 

野
口　

莉
那

デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
に
お
け
る
ヴ
ィ
ラ
ン
ズ
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て

 

野
原　

玲
実

２
０
０
０
年
代
以
降
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
み
ん
な
の
う
た
」
に
み
ら
れ
る

語
彙
的
特
徴 

堀
脇　

麗
奈

ギ
ャ
グ
漫
画
に
お
け
る
「
痛
み
」
の
表
現 

前
田
く
る
み

か
な
文
字
の
フ
ォ
ン
ト
に
関
す
る
研
究 

益
山　

結
宇



－ 30 －

漫
画
「
マ
ギ
」
の
物
語
的
特
徴
に
つ
い
て 

松
本　

有
加

腐
女
子
とBL

の
関
係
に
つ
い
て 

水
本　

実
佑

女
性
の
モ
ノ
化
か
ら
見
た
広
告
表
象 

吉
里
み
み
こ

欧
米
系
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

〜
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナin

熊
本
〜 

龍　
　

英
奈

近
現
代
小
説
に
お
け
る
〈
反
・
物
語
的
〉
な
物
語
に
つ
い
て

 

魚
住　

有
里

物
語
論
か
ら
み
た
『
龍
が
如
く
７
』 

堀　
　

沙
綾
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イ
ベ
ン
ト
「
尚
絅
大
学
で
学
ぶ
『
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
』

　
　

二
〇
二
二
」
開
催
報
告

　

現
代
文
化
学
部
で
は
、
九
月
十
七
日
、
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ

ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
、
参
加
者
に
実

際
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
も
ら
う
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
姿
や
特
徴
、

物
語
に
お
け
る
役
割
、
物
語
世
界
の
設
定
な
ど
を
す
べ
て
自

分
で
作
る
と
い
う
経
験
が
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
文
化
」
を
大
い

に
学
ぶ
機
会
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
、
二
十
四
名
も
の
女

子
中
高
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
「
キ
ャ
ラ

の
作
り
方
」「
ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
」
に
つ
い
て
本
学
教
員

に
よ
る
講
義
を
行
い
、
昼
休
憩
の
後
、
女
子
中
高
生
た
ち
に

実
際
に
キ
ャ
ラ
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
午
前
中
の
講
義
も
熱
心
に
聞
い

て
く
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上
に
自
分
た
ち
の
「
キ
ャ
ラ
作
り
・

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
」
に
大
変
な
集
中
力
で
取
り
組
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
な
か
に
は
専
門
家
か
ら
み
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
画

力
を
持
っ
た
人
や
、「
小
説
投
稿
サ
イ
ト
に
す
で
に
公
開
し
た

自
分
の
作
品
を
マ
ン
ガ
化
す
る
」
と
い
う
意
図
で
参
加
し
て

く
れ
た
人
も
お
り
、
予
想
以
上
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

案
の
定
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
力
作
ば
か
り
で
、
審
査
に
は

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。「
最
優
秀
賞
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
何

か
賞
を
授
与
し
た
い
」
と
思
わ
せ
る
作
品
も
あ
り
、
急
遽
「
合

志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
賞
」
と
「
尚
絅
大
学
賞
」
を
用
意

し
て
対
応
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
賞
を
も
ら
え
な
か
っ
た
作

品
も
、
ど
れ
も
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、「
二
十
四
名
全
員
が
す

ご
い
才
能
を
持
っ
て
い
る
」
と
教
員
や
大
学
生
は
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
キ
ャ
ラ
作
り
・
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
」
は
、
自
分
自
身
の
創

作
欲
を
満
た
し
て
豊
か
な
時
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
世
の
中
に
数
多
あ
る
キ
ャ
ラ
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
魅

力
を
見
極
め
る
目
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
今
後
も
「
キ
ャ
ラ
作
り
・
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
」
を

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
入
賞
者
】

　

最
優
秀
賞
：
渡
邉
明
美
さ
ん 

（
尚
絅
高
校
）

　

尚
絅
大
学
賞
：
李
佳
澄
さ
ん
・
有
水
紗
愛
さ
ん

 

（
帯
山
中
学
校
）

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
賞
：
上
杉
麻
琴
さ
ん

 

（
玉
名
高
校
）



－ 32 －

「
尚
絅
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
二
〇
二
二
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

尚
絅
大
学
現
代
文
化
学
部
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
催
し
と
し
て
、
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日
（
日
）
に
九
品

寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
尚
絅
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
二
〇
二
二
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
は
、
発
表
者
が
お
気
に
入
り
の
本
を

五
分
間
で
紹
介
し
、観
衆
の
投
票
に
よ
り
「
一
番
読
み
た
い
本
」

（
チ
ャ
ン
プ
本
）
を
決
め
る
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
書
評
大
会
で
す
。

文
芸
文
化
領
域
を
設
け
て
お
り
、
司
書
資
格
取
得
が
可
能
な

尚
絅
大
学
現
代
文
化
学
部
で
は
、「
本
」
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
こ
の
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
を
平
成
三
十
年
度
か

ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
二
年
間
は
実
施
を
見
送
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
令
和
元
年
以
来
三
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、熊
本
県
内
の
女
子
高
校
生
ら
七
人
が
「
バ
ト
ラ
ー
」

（
発
表
者
）
と
し
て
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
の
観
衆
か
ら
は
、「
本
の
中
の
好
き
な
セ
リ
フ

は
」「
そ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
」
な
ど
、
活

発
な
質
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、「
チ
ャ
ン
プ
本
」
に
は
尚
絅
高
等
学
校
の
北

村
紗
希
さ
ん
が
紹
介
し
た
『
神
様
の
御
用
人
』
が
、
ま
た
「
準

チ
ャ
ン
プ
本
」
に
は
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
高
等
学
校
の
月
足

梨
愛
さ
ん
が
紹
介
し
た
『
僕
は
上
手
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
』
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
発
表
者
か
ら
も
、
本
に
対
す

る
思
い
が
こ
も
っ
た
発
表
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ビブリオバトル会場の様子
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介（
掲
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本　

学　

教　

授
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山　

真
一　
　

本　

学　

教　

授

山
本　
　

歩　
　

本
学
講
師
（
専
任
）

　
　
尚
　
絅
　
語
　
文
　
第
十
二
号

　
　
　
　
令
和
五
年
三
月
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二
日　

印
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令
和
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年
三
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編
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・
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８
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区
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熊
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市
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保
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窪
本
町
一
五
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五
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電
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九
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五
一
一

題
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林
田
俊
一
郎


